「府民の声の見える化」本格実施について（ご報告）

全庁展開にあたって

· 所属における府民の声の登録
登録基準を明確化しました。
○　登録対象　提言、要望、意見、苦情
· フラグ対応

きめ細かな府民対応を行うため、フラグの色を増設しました。




· 公表（府民との共有）　

フラグの色に応じ、その声や対応について、ホームページで原則すべて公表（月間分・週間速報）
· 広聴部門

登録（すべての声）及び公表については今までどおり。
（参考）
　　　　　　　

試行の実績
	月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	計(%)

	全件数
	1,305
	2,247
	1,958
	1,244
	1,206
	1,149
	1,354
	1,015
	1,079
	12,557
(100%)

	(内数：府民文化部各課)
	13
	41
	26
	9
	14
	18
	12
	5
	8
	146
(1.2%)

	青フラグ
	9
	19
	10
	6
	1
	5
	4
	5
	3
	62
(0.5%)

	赤フラグ
	105
	103
	132
	99
	81
	103
	48
	51
	52
	774　(6.2 %)





平成２０年６月に「府民の声システム」を導入し、本年２月からは、「府民の声の見える化」の試行実施として、府政情報室(広聴部門)ならびに府民文化部各所属で受付けた府民の声に対して、全庁各所属が必要な回答・対応を行うとともに、その状況を逐次公開しているところです。


今般、試行を通じた検証を行い、必要な改善を加え、全部局において府民の声を登録し対応、公表する「府民の声の見える化」の全庁展開を平成２３年１月から開始します。








＋











新





黄フラグ　（例：府の回答に対し理解が得られず個別紛争になっているもの）


○個別事案として所属が直接対応することが望ましいものは、所属の判断により連絡（回答）





青フラグ　（業務改善や施策反映へつなげるため検討するもの）


○業務改善や施策反映に向けた検討を行い、検討結果を連絡





紫フラグ　（例：公益通報にいたらないもので、不正通報等に関するもの等）


○申出内容を所属において調査し、事実関係を確認の上、所要の対応を実施





赤フラグ　(例：府の施策や事業内容の誤認のため正しい内容を伝えるもの)


○申出内容に応じた回答を検討し、検討結果を速やかに連絡（回答）





























H22年12月　日


府政情報室








